
      

 

 

 

 

 

 

  

編集後記  「幼少期、首を落とされたニワトリに追いかけられて、悪夢

にうなされた」という親の話に、幼い頃うなされました。 

アイガモ農法をしていた友人は、冬、アイガモを絞める時が一番つらく

申し訳ないと話していました。私も絞める度に、‘絶対菜食主義者になろう’

と決意します。だって怖いし、手羽も手羽元もニワトリ 1羽に 2本ずつしか

ないのですから…あなたの命をいただいて、私は生かされています、 

「いただきます」の重みを実感したのは、ニワトリを 

絞めてからでした。（あかほし） 

第４４号：平成２７年２月  

 

あかほし＆はまべ 

社会福祉法人 大阪市社会福祉協議会  

大阪市ボランティア・市民活動センター 
 

〒543-0021 大阪市天王寺区東高津町 12-10  
TEL : 06-6765-4041  /  FAX : 06-6765-5618  
Email：imonikai@osakacity-vnet.or.jp (担当：赤星・浜辺) 
≪利用時間≫ 月～金曜 9：30～20：30  
土曜 9：30～17：00  (日曜・祝日及び年末年始休館) 

問合せ 

申込み 

☆情報紙 IMONIKAIは毎月 1日発行です。 

情報掲載希望の方は、毎月 15日までにご連絡下さい 

12 月 6 日(土)、都島区社会福祉協議会にて避難者とボ

ランティアによるクリスマス交流会を開催しました。 

東日本大震災から 3 年 9 ヵ月が経ちましたが、大阪府

下には今もなお約 700 世帯の方が避難生活を送られてい

ます。そんな方々に少しでも元気になってもらおうと大

阪市ボランティア・市民活動センターの呼びかけで集ま

っていただいたボランティアを中心に、企画から準備、

当日の運営まですべて手づくりの交流会となりました。 

10:00 開場 

11:15 “コラボラピース” クリスマスコンサート 

11:45 避難者の会 音楽隊「サンドリ」「ありがとうのうた♪」 

12:00 昼食 

14:30 クリスマスカップケーキづくり 

15:30 “ココワグマ”ちゃんから子どもたちにプレゼント 

     （USJ提供） 

   おとなの方に“広島県東城町のお米”(田守商事提供) 

15:50 みんなで一緒に「ありがとうのうた♪」 

  長年住み慣れた故郷を離れて暮らすのは寂しいものです。特に

新しく移り住んだ土地になじめなかったり、将来の見通しがつき

にくい場合には、なおさらです。そして高齢であればある程、新

しい環境には慣れにくいものです。 

・高齢者を孤立させないように周囲が声掛けを心がけましょう。 

・郷土料理、特産品、年中行事、方言など故郷を偲ぶものを届けま

しょう。 

・同郷の人と出会う機会を作りましょう。 

・寂しい、懐かしいなどの気持ちを無理に抑えず、話せる雰囲気を

作りましょう。 

      桃山学院大学社会学部社会福祉学科教授  郭麗月 

「この歳になって、長年住んでいた土地を 

離れて暮らさなくてはならなくなった。でも 

ここで一生暮らす」とおっしゃる方の心の中

の寂しさに対して、まわりはどう接すれば 

よいでしょうか？ 

団体紹介   

復興への思いを込めて 
  
大阪司法書士会は、不動産や法人の登記手続きの専門家で

あることは勿論、市民のための「身近なくらしの法律家」として日々

の様々な法律トラブルの相談に応じています。 

東日本大震災について、大阪司法書士会を含む近畿司法書

士会連合会では、いち早く「東日本大震災対策本部」を設置し、被

災者・避難者の方々の支援活動を開始しました。 

その支援の在り方については、先ず被災者・避難者の方に寄り

添うこと、しっかりと悩みや相談事をお聞きすること、支援に期限

はなく継続的かつ粘り強く、を基本としています。 

今、対策本部では、岩手県大槌町相談センター及び仮説住宅

での巡回相談、相馬市役所での震災相談、南相馬市の南相馬復

興支援事務所での震災相談などを実施しています。 

また、平成 26年６月 

からは、月２回被災地の 

復興支援として、住宅の 

高台移転を主とする再 

開発のための土地所有者の権利移転や権利関係の明確

化のための登記手続きについて、宮城県司法書士会の要

請により仙台法務局石巻支局で震災登記相談を行って

います。 

いずれも、大阪の地にあって被災者・避難者の方々への

支援の在り方としては微力ですが、頑張っています。 

また、「ホッとネットおおさか」に参加させていただき、大阪

を含む近畿に避難されている方々の貴重なお話をお聞き

して、その様々な情報を会員に提供することによって、少しで

も被災・避難されている方の支援に役立てるよう努めてい

ます。 

大阪司法書士会      
 

 〒540-0019 大阪市中央区和泉町１丁目１番６号 
 TEL：06－6941－5351  FAX：06－6941－7767   

「良いね」という表現は、関東では「いいじゃん」、関西では「ええや

ん」になります。 

「～じゃん」は横浜の方言として知られていますが、東海地方の

方言の「～じゃんか」がルーツです。その「～じゃんか」の語源は「～

ではないか」。「では」が「じゃ」、「ない」が「ん」となりました。これが更に

短くなって「じゃん」が誕生し、「かわいいじゃん」のように感動を込め

たり、「ここにあるじゃん」のように確認を表したりする言葉として使

われるようになりました。実は関西の「～やん」も「～ではないか」 

から生まれたと考えられています。 

同じ親（「～ではないか」）を持つ「～じゃん」と「～やん」

ですが、関西の若い世代にとって「～じゃん」はとかく耳触り

な言葉のようです。東京の若者言葉というイメージが強いた

めでしょう。一方、東北の若い世代は「～じゃん」をよく使いま

す。東北と関西における「～じゃん」の位置づけには、東京に

対する意識の違いが反映されているのかもしれません。 

【方言募集】   方言に関するご質問、お待ちしております。 
住所：〒567-8502 大阪府茨木市西安威 2-1-15   

E‐mail：yukushib@otemon.ac.jp  TEL：072－641-9567（直通） 
追手門学院大学講師 櫛引祐希子 

 

をしました 

占いではありません。
選んだカラーで、今の
心情など対話しなが
ら確認していきます。 

ボランティアさんが一つひとつ心を
込めてつくった手づくりおもちゃ。 

東北復興支援 
イベント 

LOVE フェス 3.11
公式キャラ 
“ココワグマ” 
ちゃん。 

普段とは違うメイク
でママたちも変身！
自然と笑顔がこぼれ
ます。 

各地でチャリティーコンサートを行っている
Cola-Vola Piece（コラボラピース）の歌声は、と
ても温かく、そして何より力強く会場を包み込み、
みなさんの心に響いていました。 

その後、ボランティアのみなさんに感謝の気持ちを届け
たいと、音楽隊「サンドリ」が、ありがとうの歌を披露
しました。お母さんと子どもたちが、おふろに入りなが
ら練習した歌は、ほのぼのとしてあたたかい気持ちにな
りました。   

おとなもこどもも
楽しんで、リピー
ター続出でした。 

当日は、保育ボランティアの大学生や住友 
生命のスタッフのも応援に来てくれました。 

東日本大震災 復興支援イベント 



   

   高野山開創 1200年記念 

高野山の名宝 
 

 
近江に生まれ、江戸時代中期の大坂で活

躍した月岡雪鼎（せってい）。色白で鼻筋
の通った瓜実顔の美人画は、当時の大坂や
京都の裕福な人々に愛され、今もなお国内
外で高い評価を受けています。 
美人画を得意とした月岡雪斎ら、多数の

門人がその後を継ぎました。 
展示会では、雪鼎の多彩な作品と共に、

その門人や孫弟子の作品も展示していま
す。 

会 期：1月 7日（水）～2月 16日（月） 
    9：30～17：00（金曜日は～20：00） 

（入館は閉館 30分前まで） 
 
休館日：毎週火曜日 

 
場 所：大阪歴史博物館 

（地下鉄谷町線・中央線 
「谷町四丁目」駅２号・９号出口 
 

ご招待：3組 6人（先着順） 
         
申込み：大阪市ボランティア・市民活動センター(担当:赤星・浜辺) 
   （電話・メールにて。全員の名前・〒・住所・TELを添えて） 
※受付次第、チケットの発送をもってかえさせていただきます。 
 

月岡雪
せっ

鼎
てい

とその一門 

-大坂の肉筆浮世絵- 

 弘法大師が弘仁（816年）に高野山を開創して、今年（平

成 27 年）で 1200 年を迎えます。4/2～5/21 まで、50 日

間執り行われる「高野山開創 1200年記念大法会」に先立

ち、至宝約 60 件が展示されます。「山の正倉院」とも呼

ばれる高野山の貴重な宝物が一堂に集う、日本文化の神

髄をご堪能ください。 

会 期：1月 24日（土）より公開 
   ※上映タイムスケジュールの詳細は、HPをご覧ください。 

http://sesshi-100.com/ 
 
場 所：シネマート心斎橋 
    大阪府大阪市中央区西心斎橋 1-6-14 

ビッグステップビル 4階 
（地下鉄・御堂筋線「心斎橋」駅より徒歩約 3分）            
 

ご招待：3組 6人（抽選） 
 

申込み：大阪市ボランティア・市民活動センター(担当:赤星・浜辺) 
    （電話・メールにて。全員の名前・〒・住所・TELを添えて） 

 
締 切：1月 28日（水）正午 
※1月 30日頃のチケット発送をもってかえさせていただきます。 

来年三十路の千波は、失恋と失業で失意のどん底にい

る中、大富豪の御曹司、陸に出会います。 

阪神・淡路大震災で深い心の傷を持つ千波と陸の切な

い想いが、瀬戸内海に浮かぶ自然に満ちた美しい島・ 

淡路島と神戸を舞台に繰り広げられま

す。全く異なる境遇に生まれ育った   

二人が「同じ世界に存在したい」と

願うピュアなラブストーリーです。 

創立 125周年記念講演で、このテーマ 

を選んだ理由を、博愛社の西岡施設長

におたずねしました。 

 

小出先生は、原子炉を研究しながら 

原発の危険性をゆるぎない信念で訴え 

てこられました。一方、博愛社では、障が

いがあっても高齢になっても地域の中 

で一緒に暮らすという理念があります。

理念を具体化し、信念を貫いてゆきたいという思いと、小出先生

の姿勢を重ね合わせて、講演をお願いしました。 

また、東日本大震災後、様々なことにおいて、現状がどうなの

か実態がはっきりせず、皆が正確に知る事のできる状況になる

ことを望んでいます。 

自主避難の現状や福島の今の状況を伝えてほしいと思い、森

松さんにも講演してもらいます。 

心豊かに暮らせる社会とはどういうことか、人が生きてゆくう

えでの本質を確認し、お二人の話の中から学んでゆきたいと考

えています。 

自然と季節にあわせ、そして環境をいたわり、こだわりぬいて

作られた生産者の顔が見える安全でうまい米・自慢のお米を

扱っています。お米にやさしい温度に保たれた、低温貯蔵庫で

大切に保管しています。また、大事に育てられたお米を、最高の

状態で食べてほしいという思いから、精米したお米は 3 日以内

に消費者に届くように配慮しています。 

 ただお米を扱うだけでなく、近所の小学校で特別授業を行

ったり、消費者と生産者をつなぐ交流会を行ったりと、 

人のつながりを大切にされている 

素敵なお米屋さんです。 

 

   心に想うあの人と ♡ 

 映画「摂氏 100℃の微熱」 

お米屋さん・田守商事からお年玉！ 

新米！のアイガモ米 5kgを 10人に 

 社会福祉法人 博愛社 創立 125周年記念講演 

「福島のいま・日本のいま」～大人の責任として、私たちはどのように生きるのか？～ 

 
 
放射能汚染水処理や廃炉に向けた作業が難航し、未だに

放射能の拡散が続く中、原発再稼働に向けた準備がすすん

でいます。現在日本が直面している課題とは？心豊かに暮

らすにはどのような社会が求められているのでしょう

か？淀川区にある、社会福祉法人 博愛社の創立 125 周年

記念講演です。 

「被災地は遠いけど、むこう 10年間はお米で東北支援
をしよう」と、お米屋さん・田守商事からアイガモ米を
ご提供いただきました。 
このお米は、昨年 5 月に広島県東城町で行われた「田

植え交流会」で都市と地元のこどもたちが一緒に植えた
ものです。その後アイガモを放ち、藤本農園の方々が心
をこめてつくられました。「収穫感謝祭」を迎えた 10 月
には、みんなで手刈りをし、はざ掛けによる自然乾燥を
しました。アイガモとたくさんの人の手で、大切に育て
られたお米です。 
アンケートにお答えいただいた方 10人（抽選）に、 

アイガモ米 5kgをプレゼントします。 

個 数：5 ㌔のお米を 10人に（抽選） 
 

対 象：アンケート回答者（抽選） 
 ※申込時に書面アンケートにご協力下さい。 

 
締 切：1月 30日（金）正午 

※ 2月 15日頃の発送をもってかえさせていただきます。 
 
協 力：田守商事、藤本農園、交流会参加の消費者のみなさん 

日 時：2月 7日（土） 13：00～16：30 
 

場 所：日本聖公会 聖 贖
あがない

主
ぬし

教会 2階礼拝堂 
    （社会福祉法人 博愛社構内） 
    （阪急「十三」駅下車 西口改札より徒歩約 10分） 
 
講 師：小出 裕章さん（京都大学原子炉研究所 助教授） 
    森松 明希子さん（原発賠償関西訴訟原告団代表、 

東日本大震災避難者の会 Thanks＆Dream代表） 
           
ご招待：20人（先着順） 
 
申込み：東日本大震災避難者の会 Thanks＆Dream 

✉ sandori2014@gmail.com  
（メールにて。名前・年齢・性別・避難元→避難先を添えて） 
※講演中の託児希望者、お子様の名前・性別・年齢を明記。 
※会場地図・詳細等は同封のチラシをご参照ください。 

 
締 切：1月 31日（土）      

会 期：1月 23日（金）～3月 8日（日） 
    平日   10：00～20：00 

土・日・祝  10：00～18：00 
（入館は閉館 30分前まで） 

 
休館日：毎週月曜日（3月 2日は開館） 
     
場 所：あべのハルカス美術館 
（近鉄「大阪阿部野橋」駅 または JR,地下鉄「天王寺」駅よりすぐ） 
 
ご招待：5組 10人（抽選）  
         
申込み：大阪市ボランティア・市民活動センター(担当:赤星・浜辺) 
締 切：1月 28日（水）正午 
※1月 30日頃のチケット発送をもってかえさせていただきます。 

お米づくりで大変なのが草取りです。また、イネに悪さをする虫がつくと、収穫が減ってしまいます。 

そこでどうしても農薬に頼らざるを得ません。この悩みを解決してくれるのがアイガモたちです。 

水の入ったたんぼの中を、すいすいと自由に動きながら土をかき回し、雑草や虫を食べます。夏中せっせとアイガモ 

が働いてくれるお陰で、秋には安全でおいしいお米がとれるのです。 

とれるのです。 

 

  第七回 浪速
な に わ

お化
 ば

髪
け

行列
ぎょうれつ

 

江戸時代に上方(大阪)で始まった、日本版のハロウィ
ーンです。節分に、いつもとちがう姿になって、他人に
なりすまし、楽しくワイワイ厄落とし！！ 
老若男女問いません。あなたのタンスに仕舞い込んでい
る着物出して、みんなで一緒に楽しみましょう！ 
会場ではジャズや落語などに、お茶席を楽しんで！ 
準備ができたら、みんなでご祈祷を受けて、行列作って
練り歩きましょ！ 
※メイン会場入場、ご祈祷、お練り行列参加には、事前
申込・参加費が必要です。 

日 時：2月 1日（日）開演 11：00～（開場 10：30） 
    お練り 15：00～ 

 

場 所：メイン会場：シアトリカル應
お う

典院
てんいん

 

ご祈祷/お練り：生魂國
い く た ま

神社 
（地下鉄「谷町九丁目」駅から徒歩８分）            

 
ご招待：見学茶券ペア一組 

※メイン会場イベント、お茶席をお楽しみください。 
 

申込み：大阪市ボランティア・市民活動センター(担当:赤星・浜辺) 
 

締 切：1月 28日（水）正午 
※1月 30日頃のチケット発送をもってかえさせていただきます。 

国宝 聾瞽指帰（上巻 巻頭） 空海筆平安時代・8～9世紀 金剛峯寺 

 

空海の青年期唯一の自筆本。 
 
展示期間は各巻 6日間のみ！ 
上巻：2月 10日～2月 15日 
下巻：2月 17日～2月 22日 

重
要
文
化
財 

執
金
剛
神
立
像 

 
 
 
 

 
 
 

 

快
慶
作 

鎌
倉
時
代
・
建
久 

年
（1197

） 
 

金
剛
峯
寺 

貴美人図  
月岡雪鼎筆  
個人蔵 

藤本農園のある広島県東城町は、盆地のため朝晩の気温

差が大きく、おいしいお米ができる環境にあります。また、手でつ

かまえられるくらいのほたるが飛んでいるという、良質な水にも

恵まれています。自家製牛フン堆肥で土づくりをしたり、アイガ

モを取り入れたりと、自然環境を大切にする農業に取り組んで

います。 

 

お
米
は
お
米
屋
さ
ん

で
買
い
ま
し
ょ
う 

このチケット 

で、常設展示も 

観覧できます！ 
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  節分お祭り騒ぎ！！ 

 

 

 

 (^o^) 


